
令和 4 年度 林業成長産業化地域成果報告会 事例報告 

宮城県登米地域 
重点プロジェクト① 持続可能な森林資源の育成と認証材の増産及び安定供給 

 

サプライチェーンを活かした、建築物への木材供給 
～ 需要は自らつくるもの ・ JA みやぎ登米農業協同組合本店・なかだ支店新築工事を例として ～ 

 

現状と課題 
森林整備と素材生産を拡大していくには、どのようにしたらよいか？ 

    

平成 28 年に FSC 森林認証を取得して以降、サプライチェーンによる安

定供給体制の構築を行ってきた。 
 

流通の一元管理 

    ・協定締結による安定した需要＝計画的な森林整備 

    ・双方合意による販売価格の決定＝安定した価格 

    

  石巻合板工業との取引（杉 B 材の供給体制の構築） 

   ・素材全体の約７割の安定供給先を確保 
 

次のステップとして    

潜在的な認証材需要にどのように応えていくか？ 
 

取組概要 
 

       だれかが使ってくれるだろう、という考えからの脱却 

需要は自らつくるもの ＝ 流通コーディネーター 

 外部：商社等と連携した製品の開発販売、協業体制 

 内部：登米町森林組合＝加工部門に建築士を配置 

                ＝ワンチャンネル・サポート 
 

取組結果（事例） 
JA みやぎ登米農業協同組合本店・なかだ支店新築工事 

・延べ床面積 2,650m2、木造 2 階建、令和 5 年 3 月竣工 

・地域材を積極的に活用するため、材工分離発注を提案 

  ・JA と森林管理協議会にて木材供給に関する基本協 

    定を締結 

  ・登米町森林組合＝丸太集材～製材、乾燥、プレカットまでを受注 

  ・FSC 認証合板を使用＝石巻合板工業からの供給 

    ＝双方向サプライチェーン（互いに供給、使用する関係） 

  ・構造材 420m3、羽柄材 150m3＝丸太換算 A 材 1,200m3 

   認証合板 7,000 枚 使用 
 

材工分離発注＋ワンチャンネルサポート＋流通一元管理のメリット 

    ・材料準備期間の最大化・地域産材の最大活用 

    ・建築の自由度向上・施主コスト低減・山元還元 

 

 

 

【担 当】 

登米市森林管理協議会 FM 認証材流通事務局 

竹中 雅治（登米町森林組合） 

【連絡先】 

メール：info@forest100.jp 

電 話：0220-52-2075 

山と需要を 

結ぶ“ハブ” 

となる人 


